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Ⅰ新技術の解説

１要旨

耕作放棄水田の面積は、高齢化による労力不足等から年々増加しており、特に中山間地域では立地
条件の悪さからその利用方法に苦慮している。そこで、耕作放棄水田における放牧利用技術を確立
し、地域資源の有効活用と飼養管理作業の省力・低コスト化を図った。

(1) 耕作放棄水田を全面耕起更新により放牧地にすると牧養力は464～586CD/haとなり、放牧地とし
ての高度利用が可能であった（表１、２、３）。

(2) 播種草種は排水条件が良い圃場ではオーチャードグラス、ペレニアルライグラス、イタリアンライグ
ラス、シロクローバ等の混播が適するが（表１、２）、悪い場所ではリードカナリーグラス、イタリアン
ライグラス、ペレニアルライグラスを播種する。

(3) 牧柵にはパイプハウス廃材を利用した電気牧柵を用いることにより、低コストな放牧施設を設置で
きた（表４、写真１）。

(4) 放牧地の造成に係る費用は10aあたり14,700～18,700円であった(表４）。また、周年舎飼と比較して
飼養管理に係る経費は42％、労働時間は59％削減できた(表５)。

２期待される効果

(1) 未利用の地域資源を有効活用できるようになり、飼料自給率の向上が図れるとともに、資源循環型
農業を実現できる。

(2) 舎飼期間が短縮できるため、飼養管理にかかる経費および労働時間を削減できる。

３適用範囲

阿武隈山系等の中山間地域

４普及上の留意点

(1) 排水不良地は、牧草定着と泥濘化防止のため、必ず明渠を掘るなどの排水対策を講じる。

(2) 播種後翌年の夏頃までは採草地として利用することで、蹄圧による牧草根の損傷を防ぎ、圃場の
泥濘化防止が図れる。

(3) 脱柵させないために、放牧前には電気牧柵への馴致を行い、必ず２頭以上で放牧する。また、子牛
を放牧する場合は、電気牧柵の段数を増やし、脱柵を防止する。

(4)
飲水の確保が困難な場所においては、天水利用施設の設置等が必要となる（天水利用施設：平成
13年度普及成果を参照）
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